
石川県小松市

340床／職員数 573名（うち看護職員数307名）

看護業務効率化先進事例収集・周知事業 看護業務の効率化先進事例アワード2022

コロナ禍だからできた もう迷わない！
色別カテゴリ表記で新たな診療材料管理

奨励賞

① 診療材料の表示・配置の標準化

① 院内の診療材料配置場所を把握・可視化する

② 見やすい、わかりやすい表記を作成する

病棟の診療材料の表示・配置を標準化し診療材料を探す時間を短縮する

目的・目標

取り組み内容

① 業務量の削減・減少

成果・効果

～看護部と物品管理センターの協働～

課題・背景

② 全病棟の材料振り分け

③ カテゴリ・引き出し内の配列の決定

④ カテゴリの色分け・イラスト化

▼改善前の診療材料棚

診療材料の表記が一般名
称で分かりにくい

引き出しを何ヵ所も開けないと
どこにあるかわからない…

COVID19の拡大による病棟の再編成・職員の配置転換により病棟間でのスタッフ異動が増加

▶︎診療材料探しに時間がかかり、非効率であった

「コッターの変革理論」を応用し、８段階に分けて取り組みを実施

2020年3月~

病棟ごとで同じ診療材料でもミキシング材料室/処置材料室の配置が異なっていたが

◯物品管理センターが材料のバラつき状況を色分けし、可視化

◯看護師が材料を配置する場所の振り分けを決定するための基準を設置

▼振り分け前

▼振り分け後

■ミキシング材料室 ■処置材料室

材料を分析し、大分類(カテゴリ) ＞ 中分類(関連) ＞ 小分類(商品)と定めた

▼運用の様子

注射器

C 注射・輸液
関連

大分類

中分類

「関連」と記載

中分類をイラスト化

大分類(カテゴリ)で色別化

材料のイラストを挿入した表示カードを作成

国民健康保険 小松市民病院

表示が白色のみで

わかりにくい

数や種類が
多い小物

大物で

取り出しやすいもの

上
段

下
段

目的

目標

＊参考文献：倉岡有美子(2018)「看護現場を変える コッターの企業変革の看護への応用」医学書院

危機意識を高める COVID-19患者の受け入れ開始により、看護職員の異動や応援業務

が増えたが、応援先で材料探しに苦労しているとの声が聞かれた

STEP１

変革推進チームを作る 副師長会(物品管理班)と主任会、

物品管理センターで推進チームを立ち上げ

STEP２

適切なビジョンを作る 病棟の診療材料の表示・配置を標準化し、

診療材料を探す時間を削減する
STEP３

変革のビジョンを周知徹底する 推進チームは部署の管理者で組織

部署スタッフへの取り組み周知を進めた

STEP４

従業員の自発的な行動を促す 病棟間の材料配置の違いを可視化することで、

各部署の看護師の表示・配置の標準化への意識を高める

STEP５

短期的な成果を生む COVID-19患者の受け入れ病棟から診療材料の表示・配置を

標準化し、材料探しの時間が短縮された

STEP６

さらに変革を進める COVID-19患者の受け入れ病棟の表示方法をさらに他病棟に広げ、

現場スタッフの意見を聞きながら工夫を重ねた

STEP７

変革を根付かせる 班活動(副師長会・主任会)から委員会活動へ規模拡大し、

病棟だけでなく外来にも進める

STEP８

Ex. 血液に関する検体材料 → ミキシング材料室

血液以外の検体材料 → 処置材料室

〇カテゴリの整理

〇引き出し内の配列整理

診療材料を探す時間の削減

④ 感染予防

⑤ チーム連携の向上

③ 看護職の身体的・精神的負担の軽減

⑥ 診療材料の整理整頓

引き出しに触れる回数が激減した

看護部と物品管理センターが協働し、役割分担が進んだ

棚に収まりきらない材料がなくなった

中心静脈カテーテル(CV挿入)の準備時間

診療材料を探す → 他のスタッフに聞く手間/ストレスの削減

▶新人看護師・異動してきた看護師にも分かりやすくなった

▶イラスト表記により、外国人の看護補助者にも分かりやすくなった

検尿コップを探す時間 取り組み前 取り組み後

自部署看護師(7名) 17秒 3秒

他部署看護師(5名) 48秒 5秒

② 費用の削減

診療材料の定数を見直し、診療材料を適正に配置できるようになり、
不要な在庫を持たなくなる ▶各病棟の物品購入費用の削減

CV挿入の準備 取り組み前 取り組み後

自部署看護師 7分～10分 3分～5分

自部署看護師は14秒の短縮

自部署看護師は43秒の短縮

自部署看護師は2～7分の短縮


